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　９月27日（水）、七尾城山陸上競技場で七尾市小
学生連合運動会が行われ、市内の小学校６年生
447人が一堂に集い、100ｍ走、走り幅跳び、クラス
対抗リレー、棒うばいを行い、汗を流しました。棒う
ばいでは、他校の児童と協力しながら行うというこ
とで、初めは少し緊張した面持ちでいた児童も競技
が始まると、協力しながら楽しく競技を行っていまし
た。今年は市内の12校が参加して行われた連合運
動会でしたが、来年度からは閉校や統合により、10
校での開催となります。

七尾市小学生連合運動会≪9月27日（水）≫
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2議会だより

9　月
定例会
の概要

【議案第６８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

●職員研修事業費……………………………1,350万円
※市職員のワークライフバランスを実現するための経費

　　⇒　外部コンサルタントによる業務見直し

　　　・業務における課題抽出、ミーティング、見直しの

　　　実施

●清掃施設総務事務費………………………2,000万円
※ごみ焼却施設建設に伴う地元振興に係る補助金

　　⇒　対象地区：吉田町

●急傾斜地崩壊対策事業費…………………1,020万円
※6月30日～7月4日発生豪雨対応に係る増額

　　⇒　中島町田岸地内…法面保護工事

補助率：50％

●河川等災害復旧事業費……………………2,170万円
※6月30日～7月4日発生豪雨対応に係る経費

　　⇒　事業箇所：河川3件、道路3件

補助率：66.7％

●農業施設災害復旧事業費……………… 11,470万円
　※6月30日～7月4日発生豪雨対応に係る経費

　　補助分 ⇒ 事業箇所：農地3件、施設7件

補助率：農地50％、施設65％

　　単独分 ⇒ 事業箇所：工事…農地3件、施設6件

　　　　　　　　　　　  機械借上…農地22件、施設7件

●林業施設災害復旧事業費…………………… 500万円
　※6月30日～7月4日発生豪雨対応に係る経費

　　⇒　事業箇所：別所岳線　　　　　　 補助率：65％

その他主な議案その他主な議案

親子ふれあいランド、来年度から七尾サンライフプラザに移転！親子ふれあいランド、来年度から七尾サンライフプラザに移転！
[議案第６８号][議案第６８号]

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

●●子育て支援施設運営子育て支援施設運営費費……1,0681,068万万22千円千円
※親子ふれあいランド移転に伴う七尾サンライフプラザの改修費※親子ふれあいランド移転に伴う七尾サンライフプラザの改修費

　七尾市議会第３回定例会は、８月３１日（木）から９月１５日（金）までの会期で行われました。　七尾市議会第３回定例会は、８月３１日（木）から９月１５日（金）までの会期で行われました。

今定例会において、一般質問として１１名の議員が市政一般について質問を行いました。今定例会において、一般質問として１１名の議員が市政一般について質問を行いました。

　議案等については、平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）など議案６件が市長より　議案等については、平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）など議案６件が市長より

提出され、審査の結果、全ての議案は可決されました。また、継続審査となっていた議案5件、意見提出され、審査の結果、全ての議案は可決されました。また、継続審査となっていた議案5件、意見

書提出による議会議案５件、議会提出の議会議案1件についても可決されました。なお、最終日書提出による議会議案５件、議会提出の議会議案1件についても可決されました。なお、最終日

には追加議案1件、同意案１件も提出され、いずれも可決・同意されました。には追加議案1件、同意案１件も提出され、いずれも可決・同意されました。

七尾サンライフプラザ七尾サンライフプラザ

豪雨による災害状況
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総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算常総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会総務企画分科会に分担された議案について審任委員会総務企画分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／高橋 正浩

◆副委員長／荒川 一義

◆委　　員／山崎 智之　岡部 俊行　礒貝 和典

　　　　　　垣内 武司　桂　 撤男

【議案第６８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

◆地域づくり協議会について

問先進地視察（丸亀市）へ行く対象は誰か。

答職員２名である。現地で、いろいろな項目について現状、課題、解決
策などを聞き取り調査してくる。

問今後、地域づくり協議会からも視察に行ってもらう計画はないの
か。

答今の段階では各協議会で温度差もあるため、まずは15地区の協議
会の状況を確認し、情報交換を行っていく。

　 　

【議案第６８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

◆施設管理費について

問コミュニティセンター費で、矢田郷コミュニティセンターの業務量が
増えることに伴う臨時職員の配置となっているが、七尾サンライフ
プラザ内の部屋の貸館業務が増えてくるからだということだが、他
のセンターも仕事量が多く大変だという話を聞くが、その辺の考え
はどうなのか。

答矢田郷コミュニティセンターの職員については、コミュニティセンタ
ーの面積と所管する部屋が多く、貸館業務があり純粋に仕事量が増
えることだけではなく、コミュニティセンターの仕事もしながら、横の
繋がりももって業務を行う。

問増員することで、新たな財源確保はどれだけ見込んでいるのか。

答矢田郷公民館が主となって借りると思うが、公民館活動で使用する
ことで使用料の減免になったりもするので、収入は若干減ってくるの
ではないかと思っている。

働く（事務作業を行う）様子

総務企画 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

主な審議内容

委員会付託

・議案２件

・報告３件（議決不要）

分科会分担

・議案２件

【議案第６８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

◆働き方改革について

問市職員の働き方改革だが、外部コンサルタントによる業務の見直し
とあるが、数字的な目標数値、改善数値はあるのか。

答時間外勤務と年休の取得状況で目標を掲げる。平成28年度は平成
27年度に比べ、年休取得が減り時間外勤務が増えている状況であ
り、その部分について取り組む。目標については、時間外勤務は月
5.5時間、年休取得は10日間を目標とする。

問勤務間インターバル規制（24時間につき連続して11時間の休息時
間を設けること）については、どのような方向でもっていくのか。

答外部コンサルタントに現状を把握してもらい、どこがどうダメなのか
指摘してもらいながら、改善に向けてチームを組んで取り組んでい
く。

　 　

【議案第74号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第４号）

◆災害復旧費について

問今回の災害復旧費の事業費5,800万円に対して、国庫支出金が少
ないと思うのだが、補助率が低いからなのか。

答今回の事業費5,800万円のうち、補助事業費が2,000万円であ
り、残りの3,800万円については応急での対応や小さな復旧事業で
あり、国庫支出金の対象とはならないものである。

丸亀市視察の様子（総務企画常任委員会）

豪雨による被害状況
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教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会教育民生分科会に分担された議案について審任委員会教育民生分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／永崎　 陽

◆副委員長／伊藤 厚子

◆委　　員／山添 和良　大林 吉正　中西 庸介

　　　　　　木下 孝輝

教育民生 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

放課後児童クラブを利用する児童たち

委員会付託

・議案１件

・報告２件（議決不要）

分科会分担

・議案２件

【議案第６８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

◆放課後児童クラブ事業費について

問放課後児童クラブ利用者の助成対象を、第３子から第２子へ支援拡
充するとのことだが、この支援拡充はこれからではなく、４月１日から
対象となるのか。

答平成２９年４月１日からの対象者に対して適応させる。

問対象となる子どもたちは何人いるのか。

答対象予定は年間延べ約３００人。月当たり２５名程度と考えている。

問放課後児童クラブに認定されていない保育園もあるが、認定クラブ
として取扱いできないのか。

答これまで地区ごとに１５クラブで進めてきている。

問認定されていない放課後児童クラブも認定できるように検討でき
ないのか。

答今後、市が運営するもの、そうでないもの、それぞれの実態調査をし
ていきたいと考えている。

　 　

【議案第６９号】

平成２９年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１
号）について

◆保険料還付金について

問保険料の均等割りの軽減判定に誤りがあったとのことだが、何を誤
ったのか。

答これは医療制度を運用している石川県後期高齢者医療広域連合の
電算処理システムに設定誤りがあって発生したものである。中身に
ついては、青色申告で繰越損失が反映されていなかったもので、当
該年度の所得がマイナスとなり、繰り越し損失があった場合に所得
税判定では反映させないのだが、後期高齢者医療保険では反映さ
せるということになっている。この繰越損失判定についての設定誤
りにより、反映されていなかったものである。この誤りは、後期高齢
者医療制度が開始された当初、平成20年度からのものであり、平成
28年度に判明したことから、平成20年度から平成28年度分を還付
する。

主な審議内容

【その他】

◆朝日小学校について

問朝日小学校の通学路について、議会の一般質問でもさせてもらっ
たが、地元との協議が進んでいないように思うが、状況はどうなの
か。

答まだ、朝日小学校として動き始めていないため、徳田、高階の小学校
からそれぞれ危険個所の洗い出しをしてもらっている。そのなかに
ＰＴＡや地域の方の意見を取り取り入れて教育委員会に報告をして
もらい、通学路安全推進会議でどのような整備がいいのか、どこに
横断歩道を設置すればいいのかなど、協議をしていく。今後慎重に
検討を重ね、より安全な通学の形を作っていく。

問朝日小学校の通学について、スクールバス通学は高階地区だけを考
えているのか。

答朝日小学校になることによって、現在の徳田小学校では近かった児
童が遠くなる場合、また近くなる場合といろいろあるが、国分町の一
部と千野町の一部が小学校の遠距離通学基準４㎞を超える可能性
が出てくる。ただし、国分町ではすでに小丸山小学校へ通学してい
る児童もおり、それ以外のところも統合協議会の中で小学校区の見
直しを検討するということも入っているので、そのようなことも考え
ていきたい。

平成 30 年度から朝日小学校になる旧朝日中学校
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産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会産業建設分科会に分担された議案について審任委員会産業建設分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／木下 敬夫

◆副委員長／久保 吉彦

◆委　　員／佐藤 喜典　杉木 　勉　高僧　 弘

　　　　　　今田 勇雄　杉本 忠一

産業建設 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

整備されたパークゴルフ＆マレットゴルフ場（七尾フラワーパーク）

主な審議内容

委員会付託

・報告３件（議決不要）

分科会分担

・議案３件

【議案第６８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

◆かき殻海中集積場について

問かき殻海中集積場の原状復旧はどの程度まで行うのか。

答斜杭式矢板壁を水中の根元でカットすることで、県と協議を進めて
いる。かき殻の撤去については、調査測量等で確認していく。概ね１
メートル平均と考えている。

　 　

【議案第６８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

◆豪雨被害について

問農林施設災害復旧について、万行の材木池のその後の状況は。

答現状については、水位を下げて管理している。漏水等もあったが、そ
の部分は水位を下げた時点で止まっている。地元で適宜にパトロー
ルを行い、安全管理に努めている。

　 　

【議案第６８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

◆公営住宅について

問旧市営桜林住宅敷地内に埋没している栗石等撤去費用について、
なぜ、栗石を撤去する必要があるのか。また、処分しないで再利用で
きないか。

答現場の土が粘土質で、栗石だけをより分けることができないことか
ら処分する。また、後々のことを考えると、土地を売るときに栗石が
ない方がいいとのことで、撤去することにした。

　 　

【報告第２５号】

法人の経営状況の報告について

◆株式会社七尾フラワーパークについて

問パークゴルフ＆マレットゴルフ場の整備により来場者が増加してい
るようだが、各大会の主催者が七尾フラワーパーク販売品を賞品等

に利用するなどしていると聞く。利用者から喜ばれ、利用者が増える
よう指導してほしい。

答和倉温泉との連携、アスロンとの連携などにも取り組んでおり、今後
も指導していきたい。

問営業方針の中で、施設の老朽化が進んできているということだが、
どの程度のものなのか。

答大規模な修繕が必要となるのは、蘭遊館のボイラーが更新の必要な
時期にきている。今後、軽微な修繕は行いながら、魅力アップにつな
げていきたい。なお、長期的な修繕計画についても、検討していきた
い。

　 　

【報告第２６号】

法人の経営状況の報告について

◆株式会社香島津について

問能登食祭市場の将来的なこととして、現在の駐車場が狭いため、今
後広げる計画はあるのか。また、地元の客が少ないことへの対応に
ついてはどう考えているのか。

答駐車場について、駐在所横の利活用等もお願いしている。また、矢田
新埠頭エリアの整備事業が動いており、その区間をウッドデッキでつ
なぐこともお願いしているところ。地元集客対応については、イベン
ト事業をホールにおいて周年開催していくことなど検討している。

問事業としては順調に伸びていることは良いことだ。だが、儲かってい
るときは問題ないが、儲からなくなって市へ負担がかかるようなこ
とはないようにしてほしい。七尾市からも役員が出ていることもあ
り、しっかりと指導管理をしていただきたい。

答能登食祭市場には、行政的な機能として、海のオアシスや道の駅、防
災拠点施設などの機能も有しているため、その辺も踏まえて、しっか
りと経営感覚を持ちながら、指導管理していきたい。

株式会社香島津が経営する能登食祭市場
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能
登
島
向
田
の
火
祭
、
石
崎
奉
燈
祭
、
お
熊

甲
祭
な
ど
多
く
の
祭
り
が
あ
る
な
か
で
、
絞
っ
て
展
示
す
る
考
え
は

あ
る
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
施
設
の
構
想
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
祭
り
会
館
、
中
島
の
祭
り
会
館
、
建
設

予
定
の
歴
史
博
物
館
の
３
館
を
回
る
共
通
券
を
発
行
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　

一
つ
に
絞
っ
た
展
示
で
は
な
く
、
市
の
四
大
祭
り
を
展

示
し
、
四
季
折
々
の
魅
力
あ
る
祭
り
文
化
を
国
内
外
に
情
報
発
信
を

し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
整
備
検
討
委
員
会
で
は
、
本
物
の
祭
礼
を

見
に
来
て
い
た
だ
く
動
機
づ
け
が
で
き
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
施
設
に

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
お
り
、
実
物
の
展
示
や
体
験
・
臨
場
感
を

テ
ー
マ
に
し
っ
か
り
と
構
想
を
練
っ
て
い
き
た
い
。
祭
り
関
係
者
か

ら
も
祭
り
の
道
具
や
展
示
用
の
デ
ー
タ
な
ど
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
七
尾
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
施
設
に
な
る
よ
う
に
、
11

月
末
ま
で
に
基
本
構
想
を
立
て
て
示
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
中
島

の
祭
り
会
館
と
和
倉
温
泉
の
祭
り
会
館
で
の
共
通
券
は
、
あ
ま
り
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
な
い
が
、
新
た
に
花
嫁
の
れ
ん
館
と
連
携
し
て
、

和
倉
温
泉
と
周
遊
観
光
に
繋
が
る
よ
う
な
共
通
観
覧
券
で
あ
れ
ば
発

行
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
う
た
め
、
今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

■
買
い
物
弱
者
に
つ
い
て

住
民
を
支
え
る
地
域
と

そ
の
地
域
を
支
え
る
行
政
に
！

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
買
い
物
弱
者
対
策
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
七
尾
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
買
い
物
支
援

事
業
は
利
用
率
が
高
く
、
要
望
も
多
い
が
採
算
が
取
れ
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
こ
の
事
業
に
対
し
、
行
政
が
支
援
す
る
の
も
対
策
の
一
つ

と
思
う
が
見
解
は
ど
う
か
。
群
馬
県
高
崎
市
の
例
で
、
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
た
買
い
物
支
援
事
業
が
あ
り
、
町
会
に
支
援
す
る
形
で
、
定

期
的
に
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
を
す
る
町
会
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
七
尾
市
で
も
こ
う
い
う
対
策

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
移
動
販
売
車
の

導
入
支
援
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
能
登
わ
か
ば
が
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
を

巡
回
す
る
移
動
販
売
事
業
を
実
施
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

現
在
、
移
動
販
売
事
業
の
参
入
が
増
え
て
お
り
、
状
況
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
行
政
の
事
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
生
活
支
援
の
一
事
例
と
し
て
地
域
づ
く
り
協
議
会
に

紹
介
し
、
介
護
保
険
の
総
合
事
業
あ
る
い
は
地
域
づ
く
り
基
金
で
の

事
業
支
援
も
含
め
て
考
え
て
い
く
。
群
馬
県
高
崎
市
の
事
業
に
つ
い

て
も
町
会
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
事
業
支
援
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

こ
れ
も
地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど
に
先
進
事
例
と
し
て
紹
介
し
て
い

き
た
い
。

■
七
尾
市
の
人
口
推
計
に
つ
い
て

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め
に

地
域
自
ら
真
剣
に
考
え
る
べ
き
！

　
　
　
　
　

合
併
し
て
13
年
の
間
に
人
口
が
９
，
５
０
０
人
減
り
、

今
後
13
年
後
の
２
０
３
０
年
に
は
１
１
，
０
０
０
人
が
ま
た
減
る
と

い
う
推
計
が
出
て
い
る
。
地
域
や
町
会
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど

に
対
し
こ
の
推
計
を
示
し
て
、
地
域
ご
と
で
も
自
分
た
ち
の
地
域
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
真
剣
に
考
え
て
も
ら

う
べ
き
。
地
域
自
ら
が
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
、
今
後
町
会
と
し
て

存
続
で
き
る
の
か
、
行
事
や
祭
礼
な
ど
維
持
で
き
る
の
か
、
そ
う
い

う
こ
と
も
含
め
て
考
え
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　

公
民
館
単
位
で
地
区
別
の
人
口
推
計
は
策
定
し
て
お
り
、

資
料
も
渡
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
活
用

さ
れ
て
い
な
い
。
地
区
別
の
人
口
推
計
は
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
目
安

と
し
て
策
定
し
て
お
り
、
要
望
が
あ
れ
ば
し
っ
か
り
と
提
供
も
し
て

い
き
た
い
が
、
大
変
厳
し
い
現
実
も
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
が
っ

か
り
す
る
地
区
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
っ
か
り
と
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
。
デ
ー
タ
的
に
子
育
て
世
代
、
地
域
の
担
い
手
状
況
、

高
齢
者
人
口
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど

の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
が

自
助
共
助
の
観
点
か
ら
も
自
ら
課
題
を
深
掘
り
し
、
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
む
、
地
域
の
将
来
像
を
考
え
て
い
く
、
そ
う
い
う
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援　
　

■
障
害
者
の
雇
用

■
平
和
写
真
パ
ネ
ル
展　
　
　

■
部
活
動
支
援
員
採
用

佐
藤
議
員

不
嶋
市
長

不
嶋
市
長

津
田
健
康
福
祉
部
長

杉
木
議
員

山
添
議
員

山添 和良 議員
（無会派）
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質
問

杉木　勉 議員
（灘会）
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー　
　

■
七
尾
博
物
館

■
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
推
進
事
業

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
策

■
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
推
進
事
業

■
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
被
害
最
少
化
を

前
進
さ
せ
よ
！

　
　
　
　
　

①
８
月
25
日
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
被
害
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。
②
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発
生
頻
度
が
増
え
、
河
川
改
修
計
画
の

早
期
事
業
化
は
、
住
民
か
ら
強
く
切
望
さ
れ
て
い
る
。
事
業
化
促
進

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
思
い
な
の
か
。
③
ゲ
リ
ラ
豪
雨
被
害
を
最
小

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
簡
易
ポ
ン
プ
の
設
置
や
河
川
上
流
部

の
清
掃
、
点
検
な
ど
、
行
政
が
継
続
的
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　

①
住
宅
の
床
上
浸
水
１
件
、
床
下
浸
水
31
件
、
非
住
家

床
下
浸
水
15
件
、
道
路
被
害
32
件
、
河
川
被
害
13
件
、
が
け
地
崩
壊

被
害
２
件
、
農
道
の
り
面
崩
壊
被
害
９
件
、
農
地
被
害
14
件
で
あ
る
。

②
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
補
助
制
度
の
活
用
も
頭
に
置
き
、

国
や
県
と
の
調
整
も
進
め
て
い
き
た
い
が
、
費
用
が
多
額
で
あ
り
、

事
業
期
間
も
10
年
以
上
は
少
な
く
て
も
か
か
る
。
下
水
道
の
汚
水
整

備
も
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
情
も
あ
り
、
今
は
事
業
着

手
の
見
通
し
が
立
ち
に
く
い
状
況
で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
③
当
面
の
対
応
と
し
て
は
、
局
所
的
な
浸
水
箇
所
へ
移
動

式
の
排
水
ポ
ン
プ
を
配
置
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
上
流
域
で
排
水
路

の
分
水
や
部
分
改
修
を
行
い
、
浸
水
対
策
を
し
っ
か
り
と
講
じ
て
い

く
こ
と
が
先
決
。
今
後
も
県
・
市
の
施
設
に
つ
い
て
、
適
切
に
維
持

管
理
し
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
進

め
て
い
き
た
い
。

■
能
登
立
国
１
３
０
０
年
に
向
け
て

全
国
発
信
す
る
た
め
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
！

　
　
　
　
　

七
尾
博
物
館
は
、
能
登
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

し
た
い
と
の
思
い
だ
が
、
正
式
名
称
、
入
場
料
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
博
物
館
の
顔
と
な
り
重
要
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
占
め
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
人
の
心
を
惹
き
つ
け
、
市
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
印
象
付
け
る
た
め
の
重
要
な
言
葉
で
あ
る
。
ロ
ゴ

マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

七
尾
博
物
館
は
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
能
登
の

里
山
里
海
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
広
く
来
訪
者
に
能
登
全
体
を
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
き
る
よ
う
な
施
設
と
考
え
て
お
り
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
、
能
登
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
う
も
の
も
一
つ
で
は
な
い
か

と
思
う
。
入
場
料
に
つ
い
て
は
、
県
の
施
設
部
分
は
無
料
で
自
由
に
出

入
り
で
き
る
交
流
施
設
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
が
担
う
施
設
に
お

い
て
も
、
県
の
施
設
と
一
体
的
な
利
用
を
し
、
施
設
の
役
割
を
最
大
限

に
果
た
し
て
い
く
た
め
に
も
、
市
の
施
設
に
収
入
の
ノ
ル
マ
を
か
け
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
辺
り
は
、
今
後
し
っ
か

り
と
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
全
国
発
信
す
る
た
め
に
重
要
な

ツ
ー
ル
で
あ
り
、
世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山
里
海
」
を
強
く
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
は
広
く
広
報
等
で
募
集
し
、
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

能登島地域づくり協議会の新聞能登島地域づくり協議会の新聞

■
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
協
議
会
が
自
ら
の
力
と

機
能
で
立
ち
向
か
っ
て
い
く
組
織
に
！

　
　
　
　

合
併
し
て
13
年
経
過
し
、
特
に
今
は
新
し
い
仕
組
み
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
地
域

づ
く
り
協
議
会
が
自
ら
の
力
と
機
能
で
、
こ
の
変
貌
す
る
社
会
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ

る
べ
き
か
。

　
　
　
　
　

市
で
は
交
付
金
な
ど
を
準
備
し
て
、
地
域
づ
く
り
協
議

会
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
お
り
、
各
部
会
の
連
携
を
密
に
し
て

地
域
の
実
情
な
ど
を
踏
ま
え
た
事
業
を
主
体
的
に
進
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
今
後
は
協
議
会
が
自
立
性
を
高
め
る
法
人

化
や
組
織
の
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
拠
点
施
設
を
責
任
も
っ
て
管
理
・

運
営
す
る
こ
と
に
進
化
・
発
展
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
各
部
会
に
お
い
て
、
熟
度
の
差
が
あ
る
段
階

だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
一
つ
一
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
活
動
を

検
証
し
て
い
く
中
で
、
市
役
所
の
よ
う
に
一
元
化
し
た
組
織
に
ま
で

進
化
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
当
分
は
、
各
部
会
が
競
争

し
あ
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
、
そ
の
取

り
組
み
の
中
で
組
織
体
制
の
一
元
化
の
方
向
性
も
お
の
ず
と
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
地

域
を
経
営
す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
団
体
で
あ
り
、
地
域
で
ト
ー
タ

ル
に
共
助
の
部
分
を
し
っ
か
り
と
担
う
拠
点
的
存
在
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

能登歴史公園能登歴史公園

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

豪雨による冠水：矢田新町地内豪雨による冠水：矢田新町地内

不
嶋
市
長

不
嶋
市
長

不
嶋
市
長

山
崎
議
員

荒
川
議
員

桂　撤男 議員
（灘会）

 

一
般
質
問

桂
議
員

山崎 智之 議員
（無会派）

荒川 一義 議員
（礎）

七尾市議会だより 検索



8議会だより

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
防
災
対
策　
　

■
交
通
弱
者

■
鳥
獣
被
害
対
策
（
イ
ノ
シ
シ
）
業

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
学
校
教
育
の
環
境
整
備　

 

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

■
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策　
　
　

 

■
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
地
域
防
災
計
画
と
防
災
対
策　
　

■
産
業
振
興
プ
ラ
ン

■
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
推
進

議員の 市の

■
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
増
進
に

つ
な
が
る
事
業
の
取
り
組
み
を
！

　
　
　
　
　

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
は
、
歩
い
た
分
だ
け
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
り
、
景
品
と
交
換
で
き
た
り
国
際
貢
献
に
つ
な
が
る
制
度
で
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
参
加
者
に
で
き
る
だ
け
健
康
な
体
を
維
持

し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
の
事
業
で
あ
る
。
高
齢
化
が
進
む
七
尾
市
に

お
い
て
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
取
り
組
み
、
市
民
の
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
、
医
療
費
の
削
減
効
果
を
出
し
て

ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
歩
数
や
健
康
づ
く

り
の
実
践
、
成
果
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
で
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
役
立
ち
、
継
続
的
な
健
康
づ
く
り
活
動
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
。
基
本
的
な
考
え
方
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
『
健

康
づ
く
り
は
、
国
民
一
人
一
人
が
自
ら
の
健
康
は
自
ら
が
作
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
年
齢
や
健
康
状
態
に
応
じ
て
最
初
の

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
』
と
示
さ
れ
て
い
る
。
七
尾

市
で
も
、
そ
の
考
え
方
に
沿
っ
た
市
の
健
康
増
進
計
画
に
基
づ
き
、

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
地
域
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
市
民
に
健

康
づ
く
り
事
業
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
や
ポ
イ

ン
ト
管
理
方
法
な
ど
、
長
期
的
に
実
現
可
能
か
ど
う
か
含
め
て
見
極

め
て
い
き
た
い
。

■
合
宿
誘
致
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
合
宿
等
誘

致
活
動
を
！

　
　
　
　
　

①
今
夏
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
男
子
イ
ン
カ
レ
の
大
会

や
女
子
国
際
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
大
会
の
誘

致
や
運
営
等
で
見
え
て
き
た
課
題
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
知
見
が
得

ら
れ
た
か
な
ど
、
大
会
の
評
価
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。
②

２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、
関
東

で
行
わ
れ
て
い
る
大
会
が
開
催
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
大
会
等
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
営
業
し
て
い
け
ば
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

①
国
際
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
に
来
ら
れ
た
関
係
者
か

ら
、
会
場
の
環
境
を
含
め
様
々
な
方
面
で
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

長
続
き
す
る
大
会
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
全
国
大
会
や
国
際
大
会

を
通
し
て
、
多
く
の
選
手
、
業
界
関
係
者
ら
に
い
い
環
境
で
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を
国
内
外
に
大
き

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
お
り
、
七
尾
の
良
さ
を
口
コ

ミ
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
今
後
の
誘
致
活
動
に
大

き
な
力
と
な
り
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
誘
致
活
動
に
努
め
て
い
き

た
い
。
②
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
る
大
会
誘
致
は
本
当
に
ね

ら
い
目
で
あ
る
。
宿
泊
場
所
か
ら
近
く
、
疲
れ
た
体
を
温
泉
で
癒
し
、

美
味
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と

誘
致
活
動
に
生
か
し
て
、
関
係
者
ら
と
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
誘

致
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

高橋 正浩 議員
（礎）

七尾中学校七尾中学校

和倉温泉運動公園テニスコート和倉温泉運動公園テニスコート

■
通
学
状
況
等
に
つ
い
て

安
全
性
と
利
便
性
の
あ
る
生
徒
の

通
学
を
！

　
　
　
　
　

①
七
尾
中
学
校
が
開
校
し
て
半
年
、
通
学
状
況
に
つ
い

て
安
全
性
や
不
都
合
な
ど
の
点
が
見
え
て
き
た
と
思
う
が
、
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
通
学
路
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
も
い
ろ

い
ろ
と
意
見
も
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
情
報
共
有
で
対
応
し

て
い
る
の
か
。
②
来
年
開
校
の
朝
日
小
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て
、

地
域
や
保
護
者
と
意
思
疎
通
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。
③
有
磯
小
学

校
が
東
湊
小
学
校
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
通
学
方
法
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

①
１
学
期
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
通
学
時
の
安
全
対
策
に

改
善
点
も
見
え
て
き
た
。
今
後
、
交
通
安
全
教
室
や
道
路
の
速
度
制
限
、

時
間
規
制
等
を
検
討
し
て
い
る
。
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
通
学
路
で

危
険
個
所
の
照
会
を
実
施
し
、
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
会
、
道
路
管
理
者
、
警
察
な
ど
で
構
成

す
る
七
尾
市
通
学
路
安
全
推
進
会
議
で
危
険
個
所
の
情
報
共
有
を
行

い
、
点
検
・
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
②
徳
田
、
高
階
小
学
校
の
両
校

の
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
、
校
名
や
体
操
服
が
決
定
す

る
な
ど
、
順
調
に
協
議
は
進
ん
で
い
る
。
な
お
、
登
下
校
に
つ
い
て

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
予
定
し
て
い
る
。
③
有
磯
小
学
校
の
複
式
学
級

解
消
の
た
め
、
保
護
者
や
地
域
の
方
に
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を

考
え
、
東
湊
小
学
校
へ
の
編
入
と
な
っ
た
。
通
学
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
対
応
し
た
い
。

ウォーキングする市民ウォーキングする市民

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

永
崎
議
員

伊
藤
議
員

津
田
健
康
福
祉
部
長

高
橋
議
員

高
教
育
長

永崎　陽 議員
（灘会）

伊藤 厚子 議員
（無会派）

不
嶋
市
長
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　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
豪
雨
災
害
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

防
災
意
識
を
高
め
て
迅
速
な
対
応
を
！

　
　
　
　
　

６
月
30
日
か
ら
７
月
４
日
の
集
中
豪
雨
と
８
月
25
日
の

集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
川
の
氾
濫
、
た
め
池
の
決
壊
な
ど
の
お
そ
れ

が
あ
る
な
か
、
迅
速
で
適
切
な
対
応
を
し
て
い
た
。
そ
の
折
、
土
砂

災
害
警
戒
情
報
が
発
令
し
て
、
避
難
準
備
警
報
を
出
し
て
避
難
の
呼

び
か
け
を
し
た
が
、
市
民
の
対
応
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
ま
た
、

避
難
指
示
に
従
う
避
難
者
の
確
立
を
あ
げ
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
や

熊
木
川
、
二
宮
川
、
崎
山
川
流
域
で
氾
濫
危
険
水
位
に
到
達
お
よ
び

万
行
町
の
材
木
池
の
決
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
８
，

０
１
８
世
帯
の
２
０
，
６
７
８
人
に
対
し
、
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
お
よ
び
避
難
勧
告
を
発
令
し
、
13
カ
所
の
避
難
所
を
開
設

し
た
内
の
５
カ
所
で
45
人
が
避
難
し
た
。
７
月
４
日
は
、
熊
木
川
流

域
に
お
け
る
氾
濫
危
険
水
位
の
到
達
に
よ
り
１
，
１
５
２
世
帯
の
３
，

２
２
２
人
に
対
し
、
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
お
よ
び
避
難

勧
告
を
発
令
し
、
３
カ
所
の
避
難
所
を
開
設
し
た
内
の
２
カ
所
で

１
８
７
人
が
避
難
し
た
。
ま
だ
ま
だ
避
難
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
市

民
の
防
災
意
識
が
低
い
た
め
、
引
き
続
き
周
知
し
、
地
域
づ
く
り
協

議
会
な
ど
と
連
携
し
て
防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
事
で
、
避
難
勧
告
等
が
出
た
ら
避
難
所
へ

速
や
か
に
避
難
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
周
知
し
て
い
く
。

 

一
般
質
問

礒貝 和典 議員
（無会派）

子育て支援課の窓口子育て支援課の窓口

■
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

よ
り
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
！

　
　
　
　
　

①
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
を
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。
②
第
２
子
の
保
育
料
が
無
料
化
と
な
る
所
得
制

限
の
要
件
を
撤
廃
し
、
第
２
子
以
降
は
完
全
無
料
化
に
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。
③
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費
の
補
助
制
度
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
一
旦
、
自
己
負
担
額
を
支
払
う
こ
と
で
、

医
療
を
通
じ
た
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て
改
め
て
気
を
配
っ
て
い
た

だ
く
重
要
な
機
会
で
あ
り
、
地
域
の
差
も
な
く
医
療
が
必
要
な
と
き

に
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
、
国
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
を
、
首
長
会
を
通
じ
て
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。
②
平
成
27

年
度
か
ら
18
歳
未
満
の
児
童
を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る
世
帯
を
対

象
に
第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料
化
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
第

２
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

は
、
国
や
県
の
制
度
に
基
づ
き
一
定
の
所
得
制
限
を
設
け
て
お
り
、

市
と
し
て
は
引
き
続
き
国
や
県
が
進
め
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
政

策
に
呼
応
し
た
形
で
幼
児
教
育
の
段
階
的
無
償
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　
　
　
　
　
　

③
人
口
減
少
対
策
や
子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校

給
食
の
支
援
や
補
助
の
制
度
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、

経
済
的
な
理
由
で
学
校
給
食
費
の
支
払
い
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
は
、
生
活
保
護
費
や
就
学
援
助
費
の
な
か
で
給
食
費

は
負
担
し
て
い
る

豪雨により氾濫寸前の熊木川豪雨により氾濫寸前の熊木川

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
国
保　
　

■
学
校
施
設
整
備　
　

■
介
護
支
援

■
空
き
家
対
策　
　

■
障
害
者
雇
用

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進

■
七
尾
市
の
人
口
推
移

 

一
般
質
問

礒
貝
議
員

木
下
議
員

福
島
市
民
生
活
部
長

津
田
健
康
福
祉
部
長

浦
辺
教
育
部
長

木下 敬夫 議員
（礎）

七尾市議会だより 検索
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決算審査特別委員会に付託を受けた議案について審査決算審査特別委員会に付託を受けた議案について審査

した結果、主に下記内容が議論されました。した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／大林吉正

◆副委員長／山添和良

◆委　　員／高橋正浩　桂　撤男　杉本忠一

平成28年度

決算審査 特別委員会

主な審議内容

委員会付託

・議案５件

・報告２件（議決不要）

【議案第６2号】

平成２8年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について

◆子ども医療費扶助費について

問子ども医療費扶助費支給状況で、最近の傾向として総支給額は増え
てきているのか、減ってきているのか、あまり変わらないのか。

答子ども医療費の支給実績についての傾向だが、平成28年度につい
ては8,370万円余り、平成27年度については8,590万円ほど、平成
26年度については8,170万円ほどといったことで、平成27年度は
前年より増えて、平成28年度は若干下がっているような状況であ
る。

問窓口無料化については、議会質問も出ていると思うが、所得制限は
あるものの、県の支出金が２分の１ある。この県の支出金が増えたり
減ったりする条件の中に、窓口での無料化が「できる」「できない」と
いうものがあるのか。

答県の補助については、入院については就学前まで、通院については
３歳児までが対象となっているが、そのような条件はない。

問実際に無料化した場合、試算はどうなるのか。

答子ども医療費の助成については、平成28年度決算で、子ども医療費
扶助費支給額約8,300万円に加え、ひとり親の助成もあるため、約
１億円の助成となっている。この助成を窓口無料化にした場合は、約
7,000万円増えて約１億7,000万円が経常的に掛ってくることにな
ると試算している。

主な審議内容主な審議内容

【議案第６2号】

平成２8年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について

◆老朽危険空き家等解消支援事業費について

問老朽危険空き家の判断はどのようにしているのか。

答国から建物の老朽のガイドラインが示されており、市の担当者や建
築士の資格を持ったものが調査して判断する。町会長からの申請さ
れるものや市の担当者が巡回して調査したもの以外にも危険な建
物があると思う。そのような建物があった場合、市の方へ連絡して
いただければ調査を行うので、相談していただきたい。

　 　

【議案第６2号】

平成２8年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について

◆国民健康保険税について

問国民健康保険税が都道府県化されたときに保険料が上下する市町
があると聞くのだが、七尾市はどうなのか。

答平成30年度からの保険税については、まだ決まっていない。

問七尾市の保険税の平均額が、県内で１番高いとも言われているのだ
がどうなのか。

答1番ではない。1人当たりの額は県内で6番目、世帯当たりでは9番
目である。ただし、あるモデル世帯で試算した資料で、夫婦ともに40
代で子ども2人の4人世帯で、夫の個人所得が200万円、固定資産
税5万円の世帯で試算した場合には、確かに1番になる。しかし、国
保の加入状況では、世帯数が約8千世帯、被保険者が1万3千人、平
均すると1．625人になり、4人世帯では全体の2．6％になる。このよ
うなことで、県内で１番高いとは判断できないと思っている。
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■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採択結果

議案
第68号

平成29年度七尾市一般会計補正予算（第3号） 可決

議案
第69号

平成29年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補
正予算（第1号）

可決

議案
第70号

平成29年度七尾市簡易水道事業特別会計補正予算
（第1号）

可決

議案
第71号

七尾市職員退職手当条例の一部を改正する条例につ
いて

可決

議案
第72号

七尾市保育園等保育料徴収条例の一部を改正する条
例について

可決

議案
第73号

町及び字の区域の変更について 可決

議案
第74号

平成29年度七尾市一般会計補正予算（第4号） 可決

継続議案
第62号

平成28年度七尾市一般ｊ会計及び特別会計歳入歳出決
算の認定について

可決

継続議案
第63号

平成28年度七尾市水道事業会計決算の認定につい
て

可決

継続議案
第64号

平成28年度七尾市病院事業会計決算の認定につい
て

可決

継続議案
第65号

平成28年度七尾市水道事業会計未処分利益剰余金
の処分について

可決

継続議案
第66号

平成28年度七尾市病院事業会計未処分李家記剰余
金の処分について

可決

※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り　⇒　議案第62号（礒貝和典議員）
※高僧議長は、採決には加わりません。

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。

議　　　案　　　名 採択結果

議会議案
第14号

地方財政の充実・強化を求める意見書 可決

議会議案
第15号

道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求
める意見書

可決

議会議案
第16号

森林環境税（仮称）の早期創設及び林業の成長産業
化と森林の適切な管理の推進を求める意見書

可決

議会議案
第17号

食品衛生管理の国際標準化を求める意見書 可決

議会議案
第18号

小中学校におけるプログラミング必修化に対して支
援を求める意見書

可決

議会議案
第19号

七尾市議会委員会条例の一部を改正する条例につ
いて

可決

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。
※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り
　⇒　議会議案第16号、第18号（礒貝和典議員）　
※高僧議長は、採決には加わりません。

今議会において、審議された請願は下記の通りです。

議　　　案　　　名 採択結果

請願
第1号

県内で一番高い七尾市の国民健康保険税の引き下げ
を求める請願

不採択

請願
第2号

子どもの医療費を18歳（高校卒業）まで窓口無料に
することを求める請願

不採択

※両請願とも、礒貝議員以外の議員は反対
※高僧議長は、採決には加わりません。

今議会において、審議された同意案は下記の通りです。

議　　　案　　　名 採択結果

同意案
第23号

西岸財産区管理委員の選任について
■瀬戸善四郎　氏

可決

※高僧議長は、採決には加わりません。

平成29年第3回定例会採決結果一覧表

   平成29年第２回臨時会　平成２９年7月31日（月）

  平成29年第３回臨時会　平成２９年8月22日（火）

議案第61号

議案第67号

平成29年度七尾市一般会計補正予算（第2号）

財産の取得について

◆パトリア市民施設整備事業費　…　4億3,200万円
　※パトリア内3階に行政施設移転に伴う改修事業費

◆河川等災害復旧事業費　…　3,060万円
　※6月30日～7月4日の豪雨による河川等災害応急対策費　　　など

◆和倉温泉多目的グラウンドのロングパイル人工芝

　平成２９年第２回臨時会が７月３１日（月）の１日間の会期で行われ、平成

２９年度七尾市一般会計補正予算（第2号）の議案1件が市長より提出さ

れ、審査の結果、議案は可決されました。

　平成２９年第3回臨時会が8月22日（火）の１日間の会期で行われ、「平

成28年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について」

など議案6件が市長より提出され、審査の結果、議案第62号から議案第

66号は継続審査となり、議案第67号は全会一致で可決されました。

パトリア

和倉温泉多目的グラウンド
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議　会　の　動　き

８月 17日 石川県市議会議長会定期総会（能美市）

22日 平成２９年第３回市議会臨時会

22日
平成２９年第２回石川北部アール・ディ・エフ
　　　　広域処理組合議会定例会（志賀町）

24日 予算常任委員会協議会

24日 清流会　総会

25日 決算審査特別委員会　（２８日、２９日）

８月 28日 議会運営委員会

31日
平成２９年第３回市議会定例会
　　　　　　　　　　　　　（～９月１５日）

10月 15日 七尾市議会議員選挙　告示日

22日 七尾市議会議員選挙　投開票日

31日 第4期七尾市議会議員　任期満了
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七尾市議会事務局
TEL.0767-53-8433

http://www.city.nanao.lg.jp

●  ●  ●  お 知 ら せ ●  ●  ● 

　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・ご感想をお寄せください。なお、議会

の会議録については、七尾市役所情報公開コーナー、中央図書館、田鶴浜図書館、中島図

書館、能登島地区コミュニティセンターに備えてあるほか、市のホームページでも閲覧で

きるようになっていますので、ご覧ください。

　平成29年9月5日（火）、石川邦彦議員がご逝去されま

した。

　議長、副議長、民生常任委員長などを歴任され、市政発

展のために多大な貢献をされました。

　謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。

　平成29年10月31日で任期満了を迎えた七尾市

議会議員の選挙が10月22日（日）に行われ、18人の

議員が選出されました。議員定数が22人から18人

となり、議会組織も変更になります。

　新組織のメンバーついては、次回の議会だよりでお

知らせいたします。

【主な変更点】

　・議会運営委員会　　　　7人　→　　６人

　・予算常任委員会　　　 ２１人　→　 １７人

　・総務企画常任委員　　　7人　→　　６人

　・教育民生常任委員会　　8人　→　　６人

　・産業建設常任委員会　　7人　→　　６人

　※その他、各特別委員会はそれぞれ５～６人になる予定。

平成29年10月31日をもって第４期七尾市議会議員の任期が満了しました！

石川邦彦議員がご逝去されました 新しい組織で出発！

石川  邦彦　議員
　　　　　（７７歳）

期別＝４期
　　　　（通算６期）

議員 20 名、不嶋市長、岡野副市長、高教育長、議会事務局職員


